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描画によるペンタブレット
および脳機能計測機を用いた
発達障害の診断支援システム

脳機能計測を簡易な描画で実現する医療DX要素技術

実用化の可能性
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○研究背景
年々、発達障害とされる子供の割合は増加し
ており、文部科学省の令和２年度の調査によ
ると、10年前の平成22年度と比べて約3倍に
増えていることが示されている。しかし、発
達障害児の割合は年々増加の一途をたどって
おり、すでに発達障害の専門医の数が足りず、
医療機関が逼迫している現状がある。これら
の治療的介入をおろそかにすると、本人のQO
L（Quality Of Life）や主観的ウェルビーイ
ングが下がり、さらにはうつ病や学力低下、
実覚障害といった二次障害を併発する恐れが
ある。よって、早期発見・早期治療の重要性
は極めて高い。

○発明品の概要
ペンタブレット上に簡単な図形を5分間ほど描
画してもらい、描画中の前頭葉の働きを脳機
能計測機で取得する。ペンタブレットで得ら
れた行動指標と脳機能計測機で得られた生理
指標によるデータに機械学習を適用し、発達
障害の診断予測を行うためのシステム。

○脳機能計測およびペンタブレット装置を
用いて発達障害児の障害の早期発見のため
の診断支援システムを構築可能です。ひっ
迫した専門医不足の解消や、検診・教育機
関等でのスクリーニング検査に用いること
で、医療機関への足掛かりとしてシステム
をりようできます。
また、成人や健常高齢者を比較対象とする
ことで、加齢に伴う経時的変化に対応する
システムが可能になります。

ペンタブレットを利用し、簡単な描画から
脳機能計測や発達障害などの特性を判別す
ることができるシステムとなります。ペン
タブレットという簡易的な機器で診断シス
テムなどの構築が可能で、医療分野の他に
教育機関などでの利活用が期待できます。
医療や教育分野でのDXへの導入など、今後
の社会にとって非常に重要なツールとなり
得る研究シーズとなります。

診断支援システムの概要図
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